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1 まえがき
近年、60GHz帯を用いた無線通信の研究が盛んに行

われている。60GHz帯は広い帯域を無免許で使用でき
るので高速な通信が可能となる。また、60GHzの回路
ではモデリングの精度の高さから主に伝送線路を用いて
整合回路が形成されている。本研究では、線幅 6 µmと
10 µmの伝送線路を整合回路に用いて、それぞれ電力増
幅器を作製し、評価した。

2 伝送線路
本研究で使用している伝送線路は Guided micro-strip

lineである [1]。減衰定数 α、位相定数 β、Q値はそれぞ
れ以下の式のように表される。
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図 1に線幅 6 µmと 10 µmの伝送線路の構造を示す。そ
れらの特性を図 2に示す。線幅が小さくなると抵抗やイ
ンダクタが大きくなるので、上記の式からもわかるよう
に減衰定数、位相定数が大きくなっている。一方、Q値
は一定に保たれている。よって、線幅が小さくなること
で、短い距離で整合回路が形成でき、電力利得も維持で
きる。

3 測定結果
性能を比較するために線幅 6 µmと 10 µmの伝送線路
を整合回路に用いて、1段電力増幅器を作製した。図 3
にチップ写真を示す。線幅 6 µmの伝送線路を用いるこ
とで回路面積を 60%削減した。図 4に電力利得を示す。
線幅 6 µmと 10 µmの伝送線路を用いた電力増幅器の電
力利得はそれぞれ 6.6 dB、6.5 dBである。よって、ほぼ
同じ性能を達成することができた。

4 まとめ
線幅 6 µmと 10 µmの伝送線路を用いた電力増幅器を

それぞれ作製し、比較した。線幅 6 µmの伝送線路を用
いることで回路面積を 60%削減した。さらに、電力利
得を維持することができた。
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図 1 伝送線路 (a)W = 6 µm (b)W =10 µm
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図 2 (a)減衰定数 (b)位相定数 (c)Q値 (d)特性インピー
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図 3 チップ写真 (a)W = 6 µm (b)W =10 µm
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図 4 電力利得
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